
参観授業の後に「ミニミニ

音楽発表会」を行いました。

これは昨年度から参観日の恒

例行事のようになっているも

のです。全学年の音楽を担当

してもらっている小嶌恵先生

の指導で、毎回趣向を凝らし

た発表が行われます。

今回は合唱が中心でしたが、

児童生徒数が増えているので

歌声にもずいぶん元気が出て

きたように感じました。特に、

校歌を元気よく歌っていたの

はとても嬉しいことでした。

校歌は儀式の時をはじめい

ろいろな時に歌います。校歌

を元気よく歌う学校は、やは

り学校全体に活気があふれて

います。児童生徒数の少なかっ

た時から、ドーハ日本人学校

ではみんな一生懸命校歌を歌っ

てきました。新しく校歌を覚

えた友達も、周りのみんなが

元気よく歌っているからすぐ

に覚えることができたのでは

ないでしょうか。

子ども達にとって音楽の時

間はとても大切なものです。

表現力を養う上で、欠かすこ

とのできないものだと思って

います。

私の個人的な思いですが、

まずは歌を元気よく歌えると

いうことがとても大切だと思っ

ています。楽器を演奏するこ

とももちろん大切なことです。

歌は自分がその気になって歌

わなければ、しっかりとした

声を出すことはできません。

たたいたり吹いたりすればと

りあえずは音が出せる楽器の

演奏と、その点が大きく違っ

ていると思います。

人前で歌うことの恥ずかし

さや照れくささもあるでしょ

うが、そういう場できちんと

声が出せなければ本物ではな

いと思います。

ドーハ日本人学校は、人前

での発表機会がとても多い学

校です。そういう１つ１つの

発表の場を大切にし、子ども

達の持つ力を十分に発揮でき

るようにしたいと思います。
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歌うことの大切さ!!

全校のみんなで一生懸命歌った「ゆかいに歩けば」 中学部：「おぼろ月夜」

３・４年生：「春の小川」

１・２年生：「メダカの学校」

５・６年生：「こいのぼり」



作家の曾野綾子さんが「教

育は全て強制に始まる」とおっ

しゃっていました。曾野さん

は、臨時教育審議会や教育改

革国民会議の委員を務められ、

教育に関する著書もお持ちで

す。曾野さんの本の中にも、

教育は強制から始まるという

意味のことが何度となく表れ

てきます。

私も同じように思う部分が

ずいぶんあり、このことにつ

いて考えてみたいと思います。

（曾野さんの著書の中から）

義務教育の開始がまず強制

だ。自分から１年生として学

校に通いたい、などという子

はまずいないだろう。普通の

能力の子には、まず学校とい

うところの状態もその意味も

全く分からないのである。た

だその時が来ると、何となく

親たちに行かされるものだか

ら、仕方なく行くことにする

のである。多くの教育が強制

で始まり、その内に自然な当

人の選択に移行する。いつま

でも強制ではないのだ。始め

学校へ行くと泣いてばかりい

たような１年生でも、やがて

学校で結構おもしろいと思う

ことを見つけてそれに自発的

に参加するようになる。

幼児と、初めて何かをする

時、人は全て強制される。方

途が分からないから強制を受

け入れるほかはない。それが

文化である。

強制に始まった教育は、次

第に自然に２つの道をたどる。

いやになってやめる人と、だ

んだんおもしろくなる人とで

ある。（以下略）

私達が最も考えなければな

らないのは、学ぶことがだん

だんおもしろくなるように仕

向けていくことではないかと

思います。そのためにはいさ

さかの厳しさがどうしても必

要です。それを乗り越えて分

かる・できる喜びを味わわせ、

やればできるという経験を積

むことで、自信を身につけて

いくことができるからです。

自信を身につけた子どもは、

自主的に学ぶようになってい

きます。自分からいろいろな

ことに挑戦してみようと考え

られる、そんな子どもにして

いきたいと思います。
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児童生徒会執行部が企画し

た「新入生歓迎会」が行われ

ました。「この会を通して今

まで以上にもっとみんなが仲

良くなっていきましょう！」

と、歓迎会のねらいが始めに

説明されました。

みんなで円くなり、まず全

員が自己紹介を行いました。

４月の始めにも自己紹介をし

ていますが、その時とは全く

雰囲気が違いとても和やかで

した。自己紹介の中でみんな

に向けて一言付け足すように

指示されていましたが、高学

年・中学部になるとその一言

がとても味のあるユーモアあ

ふれたものが多く、感心して

聞いていました。

その後はゲームです。３チー

ムに分かれた｢しっぽ取り｣と、

｢フルーツバスケット｣をして

大いに盛り上がりました。ゲー

ムの中でいろいろなハプニン

グが起こりますが、そのたび

に上級生が下級生を指導し、

またなだめたりすかしたりし

てうまく進めていました。

あっという間に決められた

時間が過ぎ、歓迎会の終わり

になりました。「これから何

年先までも、みんなで仲良く

やっていこう!」という児童生

徒会長のあいさつで終わりま

した。短い時間でしたが本当

に楽しい会にできました。

４月の生活目標「みんなと

仲良くして、早く学校に慣れ

よう」は、全員が達成できた

と思います。みんながみんな

のことをよく知っているドー

ハ日本人学校の良さを、これ

からいろいろな場面で発揮し

ていってほしいと思います。
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｢しっぽ取り｣のルール説明

場所を移して｢フルーツバスケット｣



５月３日の午前中にウム・

アル・アマド小学校で、いろ

いろな国の子ども達が招かれ

交流会が行われました。参加

できるのは小学部の低学年と

いう制限があり、ドーハ日本

人学校からは１年生・２年生・

３年生の９名が参加してきま

した。(当日１名欠席）

急な参加依頼の上に、でき

れば何か披露してほしいとい

うリクエスト付きでした。特

別な指導をする時間もないの

で、｢ゆかいに歩けば｣の合唱

と、自分たちができる昔遊び

を披露することにしました。

交流会に出かける日の朝、

わずかな時間を使って練習を

行いました。それだけの練習

でも、子ども達は大勢の前で

しっかりと発表ができました。

まずは自己紹介です。今ま

でいた子ども達はアラビア語

での自己紹介、まだアラビア

語でできない子ども達は英語

で行いました。それから｢ゆか

いに歩けば｣を元気よく歌うこ

とができました。

次は昔遊びの披露です。｢コ

マ回し｣・｢けん玉｣・｢お手玉｣・

｢フラフープ｣と、それぞれが

得意なことを次々とみんなの

前で行いました。

その後には、図工の授業を

他の学校の子ども達と一緒に

受けました。

出かけるまでは、低学年だ

けの参加で不安もありました

が、そんな心配は全く必要あ

りませんでした。子ども達は

大勢の前でも堂々としていま

した。交流会から帰り｢楽しかっ

た｣と口々に話しているのを聞

くと、低学年の子ども達がと

ても頼もしく見えてきました。
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今日は｢こどもの日｣
みんなの

健やかな成長を!!

鯉のぼりと一緒にみんなで記念撮影を行いました合唱｢ゆかいに歩けば｣

コマ回し

けん玉

お手玉

フラフープ


